
大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷

広報

いさ

ISA City Public Relations  No.223
2018.3◎ 特集 春季全国火災予防運動



ISA City Public Relations  2018.03.01　　2

問い合わせ先　伊佐湧水消防組合消防本部　☎㉒０１１９

熊ケ迫海里（羽月西小２年）
有郷莉麻（大口小 3年）
後飯塚一慶（大口東小４年）
今村藍実（牛尾小６年）
永吉央乙（大口明光学園中 1年）

金賞

平出水恵大（平出水小１年）
下村俊介（羽月小１年）
帖佐明音（羽月小 2年）
鹿子木巧（針持小３年）
工藤篤人（山野小３年）	
留奥舞朱（田中小４年）
小原佑菜（湯之尾小５年）
田中詩穂（山野小５年）
松永樹（牛尾小６年）

銀賞

宮ノ原羚陽（羽月西小１年）
前原伊吹（菱刈小１年）
南杏佳（山野小２年）
添田琥太郎（大口小２年）
肱岡莉瑚（田中小３年）
森ひまり（田中小３年）
松野怜央（大口東小４年）
永田橙咲（大口小 4年）
森下花（牛尾小５年）
柿木絢音（羽月小５年）
福元悠斗（曽木小 5年）
飯田菜々美（牛尾小６年）

銅賞

火災を未然に防ぐには
市民一人ひとりが
防火意識を高める
ことが大切です。 ○多数の人が集合する催しに対

　する火災予防指導等の徹底

○特定防火対象物等における
　防火安全対策の徹底

○乾燥時及び強風時火災
　発生防止対策の推進

重点目標

春季全国火災予防運動春季全国火災予防運動
期間３月１日 木 ～７日 水

３月は空気が乾燥し、
１年で最も火災が発生しやすい時期です。
火の取り扱いには十分注意してください。

火の用心　ことばを形に　習慣に平成29年度 標語

大口地区児童・生徒の作品
大口ふれあいセンター１階展示場

３月３日（土）～７日（水）

３月１日（木）～７日（水）

菱刈地区児童・生徒の作品
市役所菱刈庁舎１階玄関ロビー

展示場所

○放火火災防止対策の推進

福岡実咲（大口明光学園中１年）
松下怜（大口中央中１年）
堂前愛心（大口明光学園中２年）
玉城七三子（大口明光学園中３年）

松野凌大（大口東小６年）
森優月（大口中央中１年）
常山乃亜（大口明光学園中２年）
柿木あすみ（大口中央中２年）
森田莉野（大口明光学園中３年）
宮内夢来（菱刈中３年）

○住宅防火対策の推進
○製品火災の発生
　防止に向けた取組の推進

○林野火災予防対策の推進
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盛永陽世
（南永小 2年）

諏訪薗弘基
（南永小５年）

濱杏弥
（大口明光学園中1年）

消防長賞

山下森慈
（大口小 1年）

川添花恋
（大口明光学園中３年）

奨励賞

　春季全国火災予防運動の一環で伊佐湧水消防組合が募集した
「防火ポスターコンクール」に 178 作品の応募がありました。入
賞者は次の皆さんです（市内小・中学校のみ掲載、敬称略）。

命を守る
７つのポイント

命を守る
７つのポイント

寝たばこは、
絶対やめる。

習慣１

ストーブは、
燃えやすいものから

離れた位置で
使用する。

習慣２

ガスコンロなどの
そばを離れるときは、

必ず火を消す。

習慣３

寝具、衣類及び
カーテンからの

火災を防ぐために、
防炎品を使用する。

対策２
逃げ遅れを

防ぐために、
住宅用火災警報器を

設置する。

対策１

お年寄りや
身体の不自由な人を

守るために、
隣近所の協力体制を

つくる。

対策４
火災を小さいうちに

消すために、
住宅用消火器等を

設置する。

対策３

　

住
宅
火
災
に
よ
っ
て
毎

年
約
１
、０
０
０
人
が
亡
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な
っ
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ま
す
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そ
の

半
数
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に

よ
る
も
の
で
、
死
者
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７
割
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65
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以
上
の
高
齢

者
で
す
。

　

住
宅
な
ど
の
財
産
だ
け

で
な
く
命
を
も
奪
う
恐
ろ

し
い
火
災
。
住
宅
火
災
の

発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
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ぎ
、

命
を
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る
た
め
に
、
日
頃
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ら
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り
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き
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を
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ト
―

３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
」

を
紹
介
し
ま
す
。

古くなると火災
を感知しなくな
ることがあるた
め「製造年」を
確認し、10 年を
目安に交換しま
しょう。

防火ポスター
コンクール
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４月から市役所の組織機構を一部変更します

課・係名変更：オレンジ色の文字
新設：赤色の文字

　市では、行政改革として市役所組織の定期的な見直しを行っ
ています。今回は、市民に分かりやすい組織づくりや中長期的
な課題解決のためにも必要最小限の変更を行います。主には係
名の変更となりますが、一部は事務や係の移動がありますので
ご確認ください。

※変更のあった課のみ表示

　　　 大口庁舎

企画政策課

 秘書係

企画政策課

 秘書係

 政策第１係  政策調整係 
 ※行政改革は財政課へ移管

 政策第２係  まちづくり政策係

 政策第３係  産業政策係 

 共生協働推進係  地域活力推進係 

財政課

 財政係

財政課

 財政係

 管財係  財産管理活用係 

 行政改革推進係 （行政改革全般）

長寿介護課

 高齢福祉係

長寿介護課

 高齢福祉係

 地域包括支援係  地域包括支援係

 介護保険係  介護保険係

 地域包括ケア対策係  ※地域包括支援係へ統合

　　　 大口ふれあいセンター

伊佐ＰＲ課

 交流ＰＲ第１係

伊佐ＰＲ課
 広報ＰＲ係 

 交流ＰＲ第２係  交流ビジネス推進係 
 ※定住促進は企画政策課へ移管

　　　 菱刈庁舎

農政課

 農政第１係

農政課

 農業政策係 

 農政第２係  担い手支援係

 畜産係  畜産係

 耕地係  耕地係

文化スポーツ課

 スポーツ係

スポーツ推進課

 スポーツ係

 国体準備係  国体・高校総体推進係 

 文化係  ※文化係は社会教育課へ移管

社会教育課

 社会教育係

社会教育課

 社会教育係

 文化財係  文化財係

 文化芸術係（文化関係全般）

問い合わせ先　企画政策課政策第１係　	☎㉓１３１１

４月からの体制

定住促進が
加わる　

地域包括ケア
対策が加わる

公共施設全般の
調整、庁舎建設
検討が加わる
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市税における滞納対策

　月は市税収納強化月間３

　市税は定められた納期限までに自主的
に納めていただくものです。納期内に納
めた人との公平を図るため、納期限の翌
日から納付した日までの日数に応じ、延
滞金が加算されます。
　納期内の納付へのご理解とご協力をお
願いします。

◦督促状の送付
◦催告（催告書送付や電話連絡）
◦財産調査（関係機関等への照会）
　給与（会社等に照会）・年金・預金・生命保
　険・不動産等の調査をします。
◦滞納処分
　財産調査等の結果に基づき差押えを実施し、
　現金は直接税金へ、生命保険等の場合は解
　約返戻金、不動産等は公売するなどして換
　価し、税金に充てます。
　それでも滞納税に満たない場合は財産発見
　の為に住居等の捜索を行い、場合によって
　は動産等の差押えを行います。

新年度は確実な
口座振替納税（自動引落）

納税相談
（主に面談）

　税金や保険料は口座振替で
納付できます（納期限の日に
引き落とし）。手続きは金融機関に預金通帳・
印鑑をお持ちのうえ、窓口備え付けの申込用紙
に必要事項を記入し、申し込んでください。
※手続き完了までは最長 1か月かかる場合が	
　あります。余裕を持って手続きしてください。
※納期限を過ぎた分は振替できません。

　市税等を納めることが
困難な場合はお早めにご相談ください。
　災害や失業で生活が苦しい場合など、減免や
分割して納入するなどの方法を一緒に考えます。
　特別な理由もなく滞納していると滞納処分が
行われ、生活設計に支障をきたすことになりま
す。仕事等の都合で平日に時間がとれない場合
は、調整しますのでお気軽にご連絡ください。

問い合わせ先　税務課収納管理係　	☎㉓１３１１

延滞金率（本税に対して）
年８．９％

平成 30年 1月 1日～

募集人員　先着 50人
参 加 費　300 円（保険料・資料代）
※昼食はありません。飲み物は各自持参してください。
申込方法　住所・氏名・年齢・性別・連絡先を伊佐ＰＲ課
　　　　　に電話かＦＡＸでお知らせください。
申込期限　３月９日（金）

大口の歴史を聴きながら、春の伊佐路を歩いてみませんか。

第３回ボランティアガイドが案内する  大口まち歩き

申込・問い合わせ先
伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第２係　☎㉙４１１３・　㉒９４２０

場　所　忠元公園内集合

日　時　３月11日  日　受付９時～
　　　 ９時30分～ 12時50分

延滞金も徴収します

スタート 忠元公園
諏訪神社

有村郷士宅

御仮屋跡

▲

▲
▲

▲

▲▲

▲

大口城跡（水の手口）

忠元公廟所

忠元神社

 
コース
 案内

納期限を過ぎたら、既に　　       です滞納
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衛生センター新設で周辺自治会と協定締結

　伊佐市新衛生センター周辺の川西・針牟田・深
川自治会と伊佐市の間で公害防止協定が締結され
ました。
　これは、４月から新衛生センターの運営を行う
うえで、環境汚染や騒音、悪臭など周辺住民に被
害が生じないようにするためのものです。
　２月１日の調印式で隈元市長は、「皆さまとお
互いの意見交換またはご指導をとおして、常に原
点に返りながら運営を行っていきたい」と話しま
した。

　九州電力㈱が社会貢献の一環として、市に
ＩＨ調理器と移動式調理台、ＩＨ対応の調理
器具一式を寄贈しました。
　１月 23日の贈呈式では、光桑野忠久霧島
営業所長が「高齢者や親子のＩＨ料理教室な
どに役立ててほしい」と話され、隈元市長に
目録が手渡されました。
　寄贈されたＩＨ調理器等は、大口ふれあい
センターの調理室に設置されました。

九州電力㈱が IH 調理器を寄贈

　２月 18日、曽木小学校で毎年恒例のニジ
マス釣り大会が行われました。
　曽木小学校の児童たちがプールで育てたニ
ジマス約 800 匹を、児童と保護者、地域住
民ら約 100 人が「親父の会」手作りの釣り
竿で、われ先にと釣り上げていました。
　プール横ではマスの塩焼きや豚汁、おにぎ
りが振るまわれ、笑顔もお腹もいっぱいの充
実した休日になったようでした。

地域のみんなでニジマス釣り
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　学習指導において優秀な成果をあげられた
功績が認められ、表彰されました。
　下伊倉大輔さん（大口小学校教諭）

　長年にわたり援護事業に貢献された功績が
認められ、表彰されました。
　横山忍さん（鳥巣上）

おめでとうございます

平成 29 年度姶良・伊佐地区社会教育振興会表彰

厚生労働大臣表彰文部科学大臣優秀教職員表彰

　田中校区コミュニティの活動をとおして、
子どもたちの健全育成に尽力されました。
　地域づくり部門　羽祢田博信さん（薬師）

　食生活改善推進員として、市民の健康づく
りと食育に尽力されました。
　社会教育団体活動部門
　瀬戸ノ上艶子さん（鳥巣上）

　２月３日夜から翌朝にかけて、第３回アイス
ワールド in 伊佐が開催されました。
　セレモニーには三反園知事も出席され、力強
い挨拶でイベントを盛り上げてくださいました。
今年は明治維新 150 周年ということで、３ｍ
にも及ぶ「西郷隆盛」と「大久保利通」の氷像
がお目見え。来場客は、その迫力と美しさに見
入っていました。
　毎年長蛇の列ができる氷のすべり台では、初
めてのバングルシステム（整理券）導入により、
飲食やステージショーも存分に楽しんでもらう
ことができたようでした。
　ステージでは、パフォーマンスバトルを開催。
歌やダンスなど８組が参加し、拍手や声援の大
きさで競い合った結果、「SUGA ★ iLL	Dance	
Class」が優勝を飾りました。

楽しみどころ満載！ アイスワールド in 伊佐（表紙） 
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　1月 23 日、日本損害保険協会から伊佐湧
水消防組合に高規格救急車が寄贈されました。
　この取組みは、各地域における救急業務の
高度化、業務体制のさらなる充実を図ること
を目的としています。
　消防本部で行われた寄贈式にて、同協会の
石丸龍彦会長が「地域の救急救命活動と市民
の皆さまの安全で安心な生活のために役立て
ていただきたい」と挨拶されました。
　寄贈された救急車は、湧水町の吉松分遣所
に配備されます。

高規格救急車を寄贈

　２月２日、市役所大口庁舎にみどり保育園、
菱刈庁舎に本城幼稚園の園児が豆まきにやっ
てきました。
　園児たちは手作りのお面を被り、鬼に扮し
た市長や職員に「鬼は外、福は内！」と元気
よく豆を投げ、福を呼び込んでくれました。

小鬼たちの元気な豆まき

　１月 26日は「文化財防火デー」です。市では１
月 21 日に白木神社（県指定）・郡山八幡神社・祁
答院家住宅・箱崎神社（国指定）の４か所で防火訓
練を行いました。
　火災を知らせるサイレンを合図に、氏子や地元消
防団・消防職員らが訓練に参加しました。
　伊佐湧水消防組合の前田消防長は「災害が発生す
ると地域ぐるみの活動が一番重要になる。今後も地
域の皆さんと協力していきたい」と話しました。

地域で守る文化財

　２月６日、山野小学校でなかよし集会（人権集会）
が開かれ、日置市の宮丸太鼓店主・宮内礼治さんに
よる人権講話が行われました。
　宮内さんは踊り太鼓の片面を制作して見せながら、
過去の経験について話しました。牛革を使用する太
鼓づくりは動物の命をいかす仕事であること、家業
であるこの仕事へのあこがれや誇りが、逆に他の仕
事への偏見につながっていたことなど、児童たちは
熱心に聴き入っていました。
　いろんな人の仕事を尊重することは、職業差別だけでなくさまざまな差別や偏見をなくすことにも
つながると語った宮内さんの思いは、児童たちにも深く伝わったようでした。

太鼓屋さんの人権講話
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佐
市
誕
生
記
念
事
業

　

特
別
講
演
会
（
向
井
亜
紀
氏
ほ
か
）

新
納
忠
元
没
後
４
０
０
年
記
念　

　

伊
佐
市
・
人
吉
市
親
善
剣
道
大
会

伊
佐
市
ご
み
袋
デ
ザ
イ
ン
変
更

伊
佐
市
誕
生
記
念
公
演

　

舞
台
「
相
思
双
愛
」

伊
佐
市
誕
生
記
念

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
公
開
生
放
送

平成 20 年
〈
１
年
目
の
主
な
出
来
事
〉

平成 21 年

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

薬
草
を
食
べ
て
健
康
に

　

今
回
か
ら
身
近
な
薬
草
の
効

能
や
食
べ
方
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

春
を
つ
げ
る
フ
キ
ノ
ト
ウ
の

苦
味
成
分
や
香
り
（
テ
ル
ペ
ン

類
）
は
、
咳
を
鎮
め
、
痰
を
切

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
れ

ば
風
邪
、
喘
息
、
肺
疾
患
な
ど

の
咳
を
止
め
、
痰
を
除
き
、
ま

た
胸
の
つ
か
え
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

常
に
食
べ
て
い
れ
ば
、
風
邪

を
ひ
き
に
く
く
な
り
、
呼
吸
器

系
が
強
く
な
り
ま
す
。

　

フ
キ
ノ
ト
ウ
の
料
理
は
天
ぷ

ら
も
手
軽
で
す
が
、
薬
理
効
果

を
美
味
し
く
身
体
に
取
り
込
む

に
は
次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

＊
村
上
光
太
郎
著
「
食
べ
る
薬
草
事

　

典
」「
薬
草
を
食
べ
る
」
か
ら
出
典

【春の香りの味噌汁】
　生のフキノトウをそのまま小さく刻
んで、味噌汁に入れると
春の香りが楽しめます。

問い合わせ先　㈱やさしいまち　☎ 0120・85・8341または	☎ 0995・24・4631

【蕗
ふき

味噌の包み焼き】
　アルミホイルに味噌を敷き、生のフ
キノトウを刻んで並べホイルで包みま
す。オーブントースターなどで蒸し焼
きにしたら、煮沸したガラス瓶に入れ
て冷蔵庫で保存します。小分けにして
味噌汁に混ぜたり、おにぎりやお茶漬
けなどでいただきます。

【肉巻き】
　花が咲き始めたものは茎と一緒に摘
んで、鉄板等で焼いて焼肉を巻いて食
べます。

レシピ

薬
草
を
食
べ
て
健
康
に 

＊
フ
キ
ノ
ト
ウ
＊ 

今
月
号
か
ら
、
伊
佐
市
や
さ
つ
ま
町
に
あ
る
身
近
な

薬
草
の
効
能
や
食
べ
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
春
を

つ
げ
る
フ
キ
ノ
ト
ウ
の
苦
味
成
分
や
香
り
（
テ
ル
ペ

ン
類
）
は
、
咳
を
鎮
め
、
痰
を
切
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
食
べ
れ
ば
風
邪
、
喘
息
、
肺
疾
患
な
ど
の
咳
を

止
め
、
痰
を
除
き
、
ま
た
胸
の
つ
か
え
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。
常
に
食
べ
て
い
れ
ば
、
風
邪
を
ひ
き
に
く

く
な
り
、
呼
吸
器
系
が
強
く
な
り
ま
す
。
天
ぷ
ら
も

手
軽
で
す
が
、
薬
理
効
果
を
美
味
し
く
身
体
に
取
り

込
む
に
は
次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

【
春
の
香
り
の
味
噌
汁
】
生
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
そ
の

ま
ま
小
さ
く
刻
ん
で
味
噌
汁
に
い
れ
る
と
春
の
香

り
が
楽
し
め
ま
す
。
【
蕗
味
噌
の
包
み
焼
き
】
ア
ル

ミ
ホ
イ
ル
に
味
噌
を
敷
き
、
生
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
刻

ん
で
並
べ
ホ
イ
ル
で
包
み
込
み
、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス

タ
ー
な
ど
で
蒸
し
焼
き
に
し
た
も
の
を
煮
沸
し
た

ガ
ラ
ス
瓶
に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
保
存
し
ま
す
。
そ
れ

を
小
分
け
に
し
て
味
噌
汁
に
混
ぜ
た
り
、
お
に
ぎ
り

や
お
茶
漬
け
な
ど
で
い
た
だ
き
ま
す
。【
肉
巻
き
】

花
が
咲
き
始
め
た
も
の
は
、
茎
と
一
緒
に
摘
ん
で
、

鉄
板
等
で
焼
い
て
焼
肉
を
巻
い
て
食
べ
ま
す
。 

＊
村
上
光
太
郎
著
「
食
べ
る
薬
草
事
典
」
「
薬
草
を

食
べ
る
」
か
ら
出
典 

 

株
式
会
社
や
さ
し
い
ま
ち 

＊フキノトウ＊

伊佐市誕生 10 周年

10 年の

伊佐市

歩み
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係　

☎
㉓
２
３
７
７

　
「
住
み
慣
れ
た
家
で
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
続
け
た
い
」
は
、
誰
も
が
持
っ

て
い
る
願
い
で
す
。

　

今
年
度
は
、
身
近
で
気
軽
に
集
ま
れ

る
自
治
会
の
公
民
館
（
集
会
施
設
等
）

を
使
用
し
て
介
護
予
防
巡
回
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

希
望
さ
れ
た
９
自
治
会
で
、
昨
年
７

月
か
ら
２
月
ま
で
各
自
治
会
３
回
シ

リ
ー
ズ
で
教
室
を
開
催
し
、
教
室
終
了

後
、
希
望
の
あ
っ
た
自
治
会
に
は
１
～

２
回
の
追
加
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も
「
歩
い
て
行
け
る
場

あ
な
た
ら
し
く
生
き
る
「
人
生
の
年
輪
」

平
成
29
年
度
「
ま
こ
て
元
気
で
お
ら
ん
な
ら
！
」

介
護
予
防
巡
回
教
室
終
了

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

３
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
、
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ

　

ン
ト
忠
元
、

所
で
参
加
し
や
す
い
」「
こ
れ
か
ら
も
続

け
た
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
で
楽
し
く
笑
い
、
身
体
を
動

か
し
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
一
緒
に
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

平
成
30
年
度
も
介
護
予
防
巡
回
教
室

参
加
の
新
規
自
治
会
を
募
集
し
ま
す
。

高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策

　

若
い
頃
と
比
べ

て
、
目
が
見
え

に
く
く
な
っ
た

り
、
細
か
い
運

転
操
作
が
で
き

な
く
な
っ
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
。
高
齢
者
に

よ
る
夜
間
事
故
、
大
雨
や
雪
な
ど
の
悪

天
候
時
の
事
故
、
運
転
操
作
ミ
ス
に
よ

る
事
故
等
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

運
転
者
の
皆
さ
ん
「
慌
て
ず
・
急
が

ず
」
に
「
ち
ゃ
い
っ
ぺ
心
で
補
償
運
転
」

を
心
掛
け
て
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ

う
。

　
　

調
子
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
（
運
転

　
　

前
に
体
と
車
の
チ
ェ
ッ
ク
）

○
体
調
が
悪
い
と
き
は
運
転
を
控
え
ま

　

し
ょ
う

○
車
は
最
良
の
状
態
に
し
ま
し
ょ
う

　
　

夜
間
の
運
転
は
控
え
ま
し
ょ
う　

　
　
（
夜
間
の
致
死
率
は
昼
間
の
約
1
・
７
倍
）

○
明
る
い
時
間
に
用
件
を
済
ま
せ
て
、

　

危
険
が
増
す
夜
間
の
運
転
を
控
え
ま

　

し
ょ
う

　
　

今
、
出
掛
け
る
必
要
が
あ
る
か
考

　
　

え
ま
し
ょ
う

○
悪
天
候
時
や
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
時

　

期
や
時
間
の
運
転
は
控
え
ま
し
ょ
う

　
　

常
日
頃
、
通
り
慣
れ
た
道
を
運
転

　
　

し
ま
し
ょ
う
（
心
の
ゆ
と
り
が
大
事
）

○
運
転
す
る
コ
ー
ス
や
駐
車
場
を
事
前

　

に
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
　

ペ
ー
ス
を
守
っ
て
運
転
し
ま
し
ょ

　
　

う
（
高
齢
運
転
者
に
よ
る
死
亡
事

　
　

故
の
約
４
割
は
操
作
ミ
ス
）

○
慌
て
ず
、
一
息
つ
い
て
か
ら
出
発
し

　

ま
し
ょ
う

○
若
い
頃
よ
り
ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い

　

運
転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

自
身
が
よ
り
安
全
と
思
わ
れ
る
運
転
環

境
を
選
択
し
て
運
転
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

※
補
償
運
転
と
は

　
危
険
を
避
け
る
た
め
、
運
転
す

る
時
と
場
所
を
選
択
し
、
運
転
能

力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
心
身
及
び

環
境
を
整
え
、
加
齢
に
伴
う
運
転

技
能
の
低
下
を
補
う
よ
う
な
運
転

方
法
を
と
る
こ
と
。

〝
ち
ゃ
い
っ
ぺ
心
〟で
補
償
運
転

ちや

いつぺ

前目自治会

大田自治会
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問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１

症
し
ま
す
。
環
境
の
変
化
に
う

ま
く
適
応
で
き
な
い
こ
と
が

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
も
…
。

無
理
を
重
ね
る
と
誰
も
が
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
治
療
で
回
復
可
能
な
病
気
で

　

す

　

休
養
・
薬
物
療
法
・
心
理
療

　
「
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が

な
い
」「
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で

い
た
こ
と
が
楽
し
め
な
く
な
っ

た
」
な
ど
、
い
つ
も
と
違
っ
た

様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
の

よ
う
な
状
態
が
ほ
と
ん
ど
毎
日

続
き
、
生
活
に
支
障
が
出
て
き

た
ら
、「
う
つ
病
」
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

う
つ
病
っ
て
な
に
？

①
脳
の
ト
ラ
ブ
ル
で
心
の
エ
ネ

　

ル
ギ
ー
が
低
下
し
た
状
態
で

　

す

　

脳
内
の
情
報
伝
達
機
能
の
変

調
で
、
意
欲
の
減
退
や
判
断
力

の
低
下
な
ど
の
精
神
症
状
の
ほ

か
、
睡
眠
障
害
や
頭
痛
、
肩
凝

り
な
ど
の
身
体
症
状
が
出
て
、

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
病

気
で
す
。

②
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て

　

誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ

　

り
ま
す

　

ス
ト
レ
ス
を
受
け
や
す
い
性

格
に
加
え
て
、
過
度
の
ス
ト
レ

ス
、
疲
労
な
ど
が
関
係
し
て
発

法
が
治
療
の
三
本
柱
で
す
。
専
門
医
の
ア
ド
バ
イ
ス
の
も
と
で

休
養
し
、
き
ち
ん
と
治
療
を
受
け
る
こ
と

で
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
戻
っ
て
き
ま
す
。

う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
？

1
ス
ト
レ
ス
は
た
ま
ら
な
い
う
ち
に
対
処

　

し
ま
し
ょ
う

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
ス
ト
レ
ス
は
必
ず
あ
る
も
の
で
す
。

避
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
受
け
た
ス
ト
レ
ス
を
た
め
こ

ま
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
し
、
深
刻
な
問
題

が
生
じ
、
自
分
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
感
じ
た
時
に
は
、

周
囲
の
人
や
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

2
体
の
健
康
が
心
を
健
康
に
保
ち
ま
す

　

疲
れ
を
感
じ
た
ら
、
こ
ま
め
な
休
養
を
心
掛
け
、
睡
眠
を
十

分
に
と
っ
て
身
体
の
疲
れ
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

お元気ですか？
あなたの心

【相談窓口】

「鹿児島県自殺予防情報センター」
☎０９９・２２８・９５５８
相談日：月・木（祝日を除く）
時　間：９～ 12時・13～ 16時
※面接は電話予約が必要。

「鹿児島いのちの電話」
☎０９９・２５０・７０００
相談日：24時間年中無休

「よりそいホットライン」
☎０１２０・２７９・３３８
相談日：24時間年中無休

	・真面目で几帳面
	・責任感が強い
	・一人で頑張りすぎる　
　など

▼ストレスを受けやすい
　性格の例

▼ストレスのもとに
　なる環境変化の例
	・転居
	・職場の配置転換
	・退職やリストラ
	・結婚や離婚
	・出産　　　　など
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南三陸だより
Vol. 71

　

　

1
月
末
の
過
去
最
強
ク
ラ

ス
の
寒
波
襲
来
時
に
は
、
こ

ち
ら
で
も
赴
任
中
一
番
の
積

雪
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

南
三
陸
町
は
、
太
平
洋
側

に
面
し
て
い
る
の
で
例
年
雪

は
少
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

今
年
の
寒
波
時
は
あ
っ
と
い
う

間
に
雪
が
積
も
り
、
宿
舎
か
ら

職
場
ま
で
の
雪
道
運
転
に
大
変

苦
労
し
て
い
ま
す
。
3
年
間

培
っ
た
東
北
で
の
運
転
技
術
で

事
故
な
く
安
全
に
過
ご
し
て
い

き
た
い
と
改
め
て
気
を
引
き
締

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
私
が
こ
ち
ら
に
赴
任

し
て
来
た
3
年
前
と
比
べ
る
と

町
の
雰
囲
気
は
大
分
変
り
ま
し

た
。
復
興
事
業
の
柱
と
し
て
震

災
直
後
よ
り
進
め
て
き
た
防
災

集
団
移
転
事
業
、
災
害
公
営
住

宅
整
備
事
業
が
完
了
し
、
移
転

先
の
団
地
に
は
新
築
さ
れ
た
住

宅
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
周
辺
に
は
、
役
場
・
郵
便
局

な
ど
の
公
共
施
設
が
建
設
さ
れ
、

志
津
川
・
歌
津
地
区
の
旧
市
街

地
に
は
商
店
街
も
新
た
に
オ
ー

プ
ン
し
、
町
民
の
方
々
の
生
活

基
盤
整
備
も
着
実
に
目
に
見
え

て
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
が
主
に
担
当
し
て
い
た
固

定
資
産
税
に
お
け
る
新
増
築
家

屋
の
調
査
も
平
成
29
年
度
が

ピ
ー
ク
と
な
り
、
次
年
度
以
降

の
調
査
棟
数
も
震
災
前
の
数
に

少
し
ず
つ
戻
っ
て
い
く
だ
ろ
う

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
３
年
間
、
環
境
や
仕
事

の
や
り
方
の
違
い
な
ど
で
苦
慮

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、

町
民
、
町
職
員
、
派
遣
職
員
の

仲
間
、
伊
佐
市
か
ら
一
緒
に
赴

任
し
た
先
輩
・
後
輩
、
家
族
に

助
け
を
も
ら
い
な
が
ら
、
託
さ

れ
た
業
務
に
尽
力
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

残
り
僅
か
な
任
期
と
な
り
ま

す
が
、
最
後
ま
で
一
所
懸
命
や

り
遂
げ
ま
す
。　
（
前
田
祐
太
）

ＫＯＢＡ式体幹
バランストレ ーニング

①床に座って足を肩幅
　に開き、両膝を 90
　度に曲げる

②右足首を左膝の上にのせる
③息を吐きながら、のせた右
　足に胸を近づける
④左足も同様に行う

③お尻を持ち上げる
④背中から膝まで一直線に
　なったところで止める

③右足を延ばしてお尻を持ち
　上げる
④背中から膝まで一直線にな
　ったところで止める

①仰向けに膝を立てて寝る
②手のひらを床に置く

※頭と足裏は床にピッタリつけたまま

写真：菱刈小学校４年  ＩＦＣ カスティージョ　山口祐一郎
指導：Ｓライセンスマスタートレーナー　土生さとみ

★３その

お尻のストレッチ

初心者：     ３ セット 中級者：     ５ セット

10秒
キープ

お尻・太もも引きしめ

雪道

役場周辺

効果を高めるポイント

◉ トレーニング前にはストレッチを入念に行う

　 ストレッチをしっかり行うと、疲労が蓄積

　 しにくく、ケガをしにくくなる

◉ 正確なフォームで行う

　 一人で行う時は、鏡を見ながらフォームチ

　 ェックをして行う

◉ 動作はゆっくりと行う

　 ゆっくり動かすと、筋肉の深層部まで刺激

　 が入りトレーニング効果が出やすくなる

左ももの高さに
揃えてキープ

ポイント

10５～

秒キープ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

※市ホームページの新刊案内で上記以外の本も紹介しています。
　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18時
　　　　　日・祝日：９時～ 17時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童

　わにのカイとうさぎの
ウーは、別々の学校に行
ったせいで、なかなか会
えない。そこでカイはウ
ーに手紙を書くことに。
会いたい日の第１候補か
ら第３候補まで書いて送
ると…。新入園・入学に
ぴったりの絵本。
　所蔵館：両館

　京都でハンドメイド
雑貨店を営む巴瑠。客
たちの悩みに寄り添い、
優しく解きほぐしてい
くが、そんな彼女にも
人には言えないある秘
密が…。
　所蔵館：両館

春待ち雑貨店ぷらんたん　岡崎琢磨

（出版：アリス館）

一  般

（出版：新潮社）

ともだちのやくそく　ひろかわさえこ

【　児　童　】 所蔵館
密林一きれいなひょうの話 和田誠 両館
かのこと小鳥の美容院 市川朔久子 両館
新聞記者は、せいぎの味方？ みうらかれん 両館

【　一　般　】 所蔵館
百年泥 石井遊佳 両館
モモコとうさぎ	 大島真寿美 両館
四季の野草リース 辻典子 菱刈

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　３月 13日（火）4か月健診時
場　所　まごし館
内　容　赤ちゃんと保護者へ絵本等プレゼント
ふれあいメルヘンひろば
日　時　３月 24日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本や紙
　　　　芝居の読み聞かせ

○

【３月の図書館カレンダー】
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

図書館
キャラクター

さ
く
ら

いさと

伊
佐
図

○
○

【図書館へ献本】
岐部明廣さん（熊本県人吉市）

図書館見学の様子

羽月西小学校

の皆さん
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伊佐市からのお知らせ

英
語
・
国
語
講
師
の
募
集

◆
小
学
校
外
国
語
（
英
語
）
活
動
講
師

業
務
内
容

　

小
学
校
で
の
外
国
語
（
英
語
）
活
動
の
指

導
を
、
担
任
と
と
も
に
行
う
。

勤
務
日
数　

年
間
１
３
５
時
間

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
12
時
30
分
ま
た
は

　
　
　
　
　

14
時
～
16
時
30
分

応
募
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い
る
人
。

○
中
学
校
教
員
免
許
英
語
を
取
得
し
て
い
る

　

人
○
英
語
を
使
用
し
た
勤
務
経
験
（
学
校
等
）

　

の
あ
る
人

○
英
語
検
定
２
級
相
当
以
上
の
英
語
力
を
有

　

す
る
人

募
集
人
員　

１
人

◆
土
曜
い
き
い
き
講
座
講
師【
中
学
校
国
語
・

　

英
語
、
小
学
校
英
語
】

業
務
内
容

【
中
学
校
国
語
・
英
語
】

　

中
学
１
～
３
年
生
の
国

語
・
英
語
の
指
導
を
行
う
。

【
小
学
校
英
語
】

　

基
本
的
な
英
語
活
動
・

英
会
話
・
英
語
検
定
等
の
指
導
を
行
う
。

勤
務
日
数　

年
間
28
日

お
知
ら
せ

　

５
月
～
翌
年
２
月
の
土
曜
日
（
第
２
土
曜

日
は
除
く
）

勤
務
時
間　

14
時
～
17
時

応
募
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
を
満
た
し
て
い
る
人
。

○
中
学
校
教
員
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

○
英
語
を
使
用
し
た
勤
務
経
験
（
学
校
等
）

　

の
あ
る
人
（
中
学
校
英
語
・
小
学
校
英
語
）

○
英
語
検
定
２
級
相
当
以
上
の
英
語
力
を
有

　

す
る
人
（
中
学
校
英
語
・
小
学
校
英
語
）

募
集
人
員　

小
・
中
学
校　

各
１
人

【
共　

通
】

勤
務
条
件　

時
給
２
、
０
０
０
円

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
に
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
３
月
20
日(

火
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
20
日
必
着

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５—

２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

学
校
教
育
課
指
導
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
㉖
１
５
３
２

広告

　

交
通
災
害
共
済
は
、

交
通
事
故（
自
損
事
故
・

自
転
車
に
よ
る
事
故
も

含
む
）
で
け
が
を
し
た

場
合
な
ど
に
、
加
入
者

本
人
に
見
舞
金
が
支
払

わ
れ
る
制
度
で
す
。

　

４
月
１
日
現
在
で
伊
佐
市
に
住
民
登
録
ま

た
は
外
国
人
登
録
し
て
い
る
人
な
ら
、
ど
な

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

募
　
　
集

募
集
科
名
・
人
員

○
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科　

10
人
程
度

○
情
報
処
理
科　

若
干
名

訓
練
期
間　

各
科
２
年

姶
良
高
等
技
術
専
門
校

平
成
30
年
度
一
般
入
校
生
募
集

応
募
資
格

　

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
人
、
３
月
に
卒
業

見
込
み
の
人
ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

出
願
書
類

　

入
校
願
書
（
写
真
貼
付
）、
学
校
調
査
書
、

願
書
貼
付
以
外
に
写
真
１
枚
（
縦
４
cm
×
横

３
cm
）

選
考
場
所　

姶
良
高
等
技
術
専
門
校

願
書
受
付
期
間

　

３
月
５
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）
必
着

選
考
日　

願
書
受
付
期
限
日
以
降
。
受
験

　
　
　
　
　

者
と
連
絡
調
整
し
ま
す
。

合
格
発
表　

選
考
日
の
翌
日

問
い
合
わ
せ
先

県
立
姶
良
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
５
・
６
５
・
２
２
４
７

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
万
が
一
に
備
え
て

家
族
み
ん
な
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

会　
　

費　

１
人
あ
た
り
５
０
０
円

共
済
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

※
４
月
１
日
以
降
に
加
入
し
た
場
合
は
、
会

　

費
納
付
の
翌
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

納
付
場
所

　

市
役
所
内
の
公
金
取
扱
所
ま
た
は
市
内
の

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
不
可
）

見
舞
金
額

　

治
療
日
数
に
応
じ
て
２
万
５
千
円
～
18
万

円
、
死
亡
の
場
合
は
１
０
０
万
円

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
交
通
消
防
防
災
係　

☎
㉓
１
３
１
１

Ａ
ＢＣＤ
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広告

軽
自
動
車
税
（
廃
車
・
名
義
変
更
）

の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日

に
所
有
（
登
録
）
し
て
い
る
原
付

バ
イ
ク
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
軽
自
動

車
等
に
１
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

使
用
・
所
有
し
て
い
な
い
原
付
バ
イ
ク
や

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
廃

車
や
譲
渡
等
に
よ
る
名
義
変
更
の
手
続
き
が

さ
れ
な
い
と
、
引
き
続
き
課
税
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
先
は
車
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
伊
佐
市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
す
る
車
種

○
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc
以
下
）

○
小
型
特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

☎
㉓
１
３
１
１

◆
軽
自
動
車
検
査
協
会
及
び
軽
自
動
車
協
会

　

で
手
続
き
す
る
車
種

○
軽
二
輪
（
１
２
５
cc
～
２
５
０
cc
）

○
軽
三
輪

○
軽
四
輪

問
い
合
わ
せ
先

軽
自
動
車
検
査
協
会
鹿
児
島
事
務
所

☎
０
９
９
・
２
６
２
・
０
６
０
６

鹿
児
島
県
軽
自
動
車
協
会

☎
０
９
９
・
２
６
１
・
４
０
１
１

日　　時　３月 18日（日）９:30 スタート
集　　合　田中ふるさと館
参 加 費　一般 1,500 円（校区民事前申込者 1,000 円）
　　　　　高校生以下 500 円
申込期限　３月９日（金）
問  田中校区コミュニティ協議会　☎㉖５２８８

日　　時　３月 11日（日）10:30 スタート
集　　合　針持青少年センター
参 加 費　大人 1,500 円　小学生以下 500 円
申込期限　３月７日（水）
問		針持校区コミュニティ協議会　☎�２６６２

コミュニティ
協議会主催

第 21 回ウォーク in 田中

第 11 回秀吉の道「ウォーク in 針持」

日　　時　３月 11日（日）10:00 ～ 15:00
会　　場　本城校区集会施設周辺
内　　容　おきな草苗販売・絵手紙コンテスト
　　　　　表彰式・芸能発表など
問		本城校区コミュニティ協議会　☎㉖４６３９

第 14 回本城おきな草春祭り

※情報提供のあったイベントを掲載しています。

３月イベント情報

◆
運
輸
支
局
で
手
続
き
す
る
車
種

○
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５
０
cc
超
）

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
運
輸
支
局

☎
０
５
０
・
５
５
４
０
・
２
０
８
９

日　
　

時　

３
月
10
日
（
土
）
10
時
～

場　
　

所　

菱
刈
ふ
る
さ
と
い
き
が
い
セ
ン

　
　
　
　
　

タ
ー
１
階
和
室

内　
　

容　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
の
上
映

　
　
　
　
　
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
：
約
60
分
）

上
映
作
品　

○
ア
ニ
メ
ハ
チ
公
物
語

　
　
　
　
　

○
星
の
王
子
さ
ま

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
務
局

☎
㉖
１
５
５
４

親
子
ふ
れ
あ
い
映
画
会

事
業
名

　

活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農
対
策
（
通

称
：
降
灰
対
策
事
業
）

内　
　

容

　

飼
料
作
物
収
穫
調
整
用
等
の
機
械
施
設
整

備
（
補
助
率
65
％
以
内
）

要　
　

件　

３
戸
以
上
の
農
業
者
が
組
織
す

　
　
　
　
　

る
団
体
で
共
同
利
用
す
る
こ
と

募
集
期
限　

３
月
23
日
（
金
）

そ
の
他

　

組
織
名
・
構
成
員
・
導
入
予
定
機
械
・
受

益
（
飼
料
収
穫
）
面
積
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
今
回
希
望
さ
れ
て
も
平
成
31
年
度
に
採

択
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
に
飼
料
作
物
収
穫
調
整

機
械
等
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
人

へ

カ
ラ
ス
の
営
巣
情
報
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

毎
年
3
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
電
柱
へ

の
カ
ラ
ス
の
営
巣
が
原
因
で
停
電
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
電
柱
へ
の
営
巣
を
見
か
け
た
ら
、

九
州
電
力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先

九
州
電
力
霧
島
配
電
事
業
所

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
８
０
３

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
畜
産
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１



◆マイナンバーの｢通知カード｣､

｢マイナンバーカード｣､
(個人番号カード)

｢住民基本台帳カード｣

の住所変更の届出も

お忘れなく！

入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動される方は、

◆住民票の異動の届出を！

（転出届、転入届、転居届等）

○住民票の住所の異動届(転出届・転入届・転居届など)は、

国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録など

につながる大切な手続です｡

○住民の皆様に送付している
マイナンバーの｢通知カード｣

市区町村窓口での「正確な住所の届出」が必要です！

引越しの際は、住所の異動手続を忘れずに！

[転入した日から14日以内に]
転出証明書を添えて
転入届を提出 ※詳しくは、お住まいの市区町村

の窓口へお問合せください。

◎他の市区町村に転出・転入される場合
[転出前に]
転出届を提出して
転出証明書を受け取る

◎同一の市区町村内で転居される場合

[転居した日から14日以内に]
転居届を提出

身分証明書となる
「マイナンバーカード」

これらの「住所」は最新のものにする必要があります。

(おもて面) (おもて面)(個人番号カード)

（法律上の義務です）

（正当な理由がなく住民票の
異動の届出をしない場合、
５万円以下の過料に処され
ることがあります。）

引越前の
市区町村

引越先の
市区町村

お住まいの
市区町村
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伊佐市からのお知らせ

日　
　

時　

３
月
21
日
（
水
）

　

受
付
９
時
～

　

開
会
式
９
時
30
分
～

　

試
合
開
始
９
時
45
分
～

対
象
課

○
市
民
課
・
水
道
課
（
大
口
庁
舎
）

○
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

期　
　

間

　

３
月
30
日
（
金
）
～
４
月
３
日
（
火
）

※
地
域
総
務
課
は
平
日
の
み

延
長
時
間

▽
平　

日　

17
時
15
分
～
19
時

▽
土
・
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

◎
取
り
扱
い
で
き
る
業
務

　

住
所
異
動
届
（
転
入
・
転
出
・
転
居
）、
水

　

道
関
係

届
出
に
必
要
な
書
類
等

①
引
越
し
前
の
市
町
村
か
ら
の
転
出
証
明
書

②
本
人
確
認
書
類
（
顔
写
真
付
証
明
書
：
運

　

転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

③
認
め
印
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
不
可
）

④
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

　

ド
（
新
住
所
を
記
載
し
ま
す
）

〈
転
入
届
〉　

①
②
③
④

〈
転
居
届
〉　

②
③
④

〈
転
出
届
〉　

②
③

※
代
理
人
に
よ
る
届
出
は
委
任
状
が
必
要

　

商
品
券
へ
の
交
換
申
請
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象
者

　

ポ
イ
ン
ト
手
帳
に
５
ポ
イ
ン
ト

以
上
を
獲
得
し
て
い
る
人

ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
期
間

　

３
月
１
日
（
木
）
～
23
日
（
金
）

商
品
券
の
交
付
に
つ
い
て

　

原
則
、
本
人
が
申
請
し
、
窓
口
で
確
認
後

「
商
品
券
交
付
決
定
通
知
書
」
を
発
行
し
ま

す
。
そ
の
後
、
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

※
必
ず
認
め
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
シ
ャ

　

チ
ハ
タ
不
可
）

手
帳
の
更
新

　

手
帳
は
平
成
30
年
度
用
の
手
帳
（
黄
色
）

へ
の
更
新
が
必
要
で
す
。
次
の
窓
口
に
手
帳

窓
口
業
務
を
時
間
延
長
し
ま
す

伊
佐
市
高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
　
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

混
雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
所

変
更
の
届
出
を
さ
れ
る
際
は
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

	

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳

　

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
他
の
市
区
町
村
か
ら

　

の
転
入
届

・
戸
籍
届
、
戸
籍
の
証
明
発
行
、
広
域
交
付

　

住
民
票
の
交
付

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
市
民
係
、
地
域
総
務
課
市
民
窓
口
係

水
道
課
管
理
係　
　
　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
介
護
課
地
域
包
括
支
援
係（
大
口
庁
舎
）

高
齢
者
支
援
係
（
菱
刈
庁
舎
）☎

㉓
１
３
１
１

　自治会は、同じ地域
に住む人がお互いに
助け合い、協力し
ながら活動してい
ます。
　主な活動としては、
ごみステーションや防
犯灯の設置管理、美化活動、
広報紙配布のほか、自主防災組織などを
つくり地域の見守りを行い、会員が安心
安全に生活できるように活動しています。
　近年、若者世帯の自治会離れに加え、
転居の際に未加入世帯に変更される世帯もあり、自治会
加入率が低下する一因となっています。少子高齢化が進
行する中で、このような要因も加わり、自治会の運営・
活動が難しくなってきています。
　自然災害や不慮の火災などが発生したときに一番頼り
になるのは同じ地域に住んでいる会員や自治会です。地
域の住環境の維持に自治会員としてのあなたの協力が必
要です。自治会への加入をお願いします。

場　
　

所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト

▽
男
女
混
成
の
部
（
女
性
２
人
以
上
）

▽
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
費　

ク
ラ
ブ
会
員　

１
人
１
０
０
円

　
　
　
　
　

非
会
員　

１
人
３
０
０
円

※
当
日
受
付
に
て
徴
収
し
ま
す
。

申
込
方
法

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
・
菱
刈
改
善
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
文
化
ス

ポ
ー
ツ
課
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し

新住所
追記欄

新住所
追記欄

住所変更の届出も
お忘れなく！

自
治
会
に
加
入
し
て

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に

参
加
し
ま
し
ょ
う

問い合わせ先　企画政策課共生協働推進係　☎㉓１３１１
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陽
子
線
治
療
は
、
身
体
の
中
の
が
ん
病
巣

の
み
を
狙
い
撃
ち
で
き
る
の
で
、
ま
わ
り
の

正
常
組
織
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
治
療
時
の
苦
痛

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
副
作
用
の
心
配
が
少
な

い
で
す
。

治　
　

療　

１
日
１
回
・
15
分
～
30
分
程
度

入　
　

院　

基
本
的
に
必
要
な
し

治
療
費　

約
３
０
０
万
円

※
民
間
の
が
ん
保
険
や
先
進
医
療
特
約
の
保

　

険
を
利
用
で
き
ま
す
（
小
児
が
ん
は
公
的

　

保
険
適
用
）。

◆
粒
子
線
が
ん
治
療
費
利
子
補
給
事
業

　

県
で
は
、「
陽
子
線
治
療
」
を
受
け
や
す

い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
患
者
ま
た
は
そ

の
家
族
な
ど
が
、
金
融
機
関
等
か
ら
治
療
費

の
借
り
入
れ
を
行
っ
た
場
合
の
利
子
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

利
子
補
給
率

▽
非
課
税
世
帯
（
住
民
税
）

　

年
利
率
（
６
％
以
内
）
の
１
０
０
％

▽
世
帯
全
員
の
課
税
総
所
得
金
額
が
６
０
０

　

万
円
未
満

　

年
利
率
（
６
％
以
内
）
の
50
％

身
体
に
負
担
を
か
け
な
い

「
が
ん
陽
子
線
治
療
」

利
子
補
給
期
間　

５
年
を
限
度
と
す
る

　

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
３
・
２
３
・
５
１
８
８

http://w
w
w
.m
edipolis.org

勤
労
世
代
健
康
づ
く
り
チ
ェ
ッ
ク
ポ

イ
ン
ト
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請

　

平
成
29
年
度
勤
労
世
代
健
康
づ
く
り
チ
ェ

ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
事
業
で
獲
得
さ
れ
た
ポ
イ
ン

ト
の
商
品
券
へ
の
交
換
と
ポ
イ
ン
ト
手
帳
の

更
新
の
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
請
期
間　

3
月
14
日
（
水
）
～
30
日
（
金
）

時　
　

間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

申
請
窓
口

　

市
民
課
健
康
推
進
係
（
大
口
庁
舎
）

※
3
月
14
日
（
水
）
18
時
～
20
時
は
忠
元
公

　

園
で
も
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
雨
天

　

の
場
合
は
中
止
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者　

平
成
29
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
手
帳

　
　
　
　
　

所
持
者

内　
　

容

○
5
ポ
イ
ン
ト
以
上
獲
得
し
て
い
る
人
は
、

　

商
品
券
へ
の
交
換
及
び
手
帳
の
更
新

○
1
～
4
ポ
イ
ン
ト
獲
得
し
て
い
る
人
は
、

　

手
帳
の
更
新
の
み

持
参
す
る
物

①
元
気
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
忠
元
に
つ
い
て　

　
（
お
知
ら
せ
）

　

※
平
成
29
年
度
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
お
持
ち

　
　

の
人
へ
郵
送
し
ま
す
。

②
勤
労
世
代
健
康
づ
く
り
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

　

ト
手
帳
（
平
成
29
年
度
）

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
健
康
推
進
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

選挙管理委員会からのお知らせ

郵便等による不在者投票ができます
　身体障害者手帳（1～３級）または戦傷病者手帳もしくは
介護保険の被保険者証の要介護状態区分が「要介護５」の
人で、投票所での投票ができない人は、郵便等による不在
者投票ができます（代理記載の制度もあります）。
　事前に申請する必要があるので、選挙管理委員会へお問
い合わせください。
問い合わせ先　伊佐市選挙管理委員会　☎㉓１３３９

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

３
月
14
日
（
水
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

日　
　

時　

３
月
11
日
（
日
）
13
時
～

場　
　

所　

大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
１
階

出
演
団
体

　

市
内
学
校
の
吹
奏
楽
部
等
７
団
体
、
大
口

吹
奏
楽
団
、
大
口
フ
ォ
ー
ク
村
、
チ
ー
ム
ち

む
ど
ん
、
和
太
鼓
衆
鼓
動
塾

　

会
場
に
募
金
箱
を
設
置
し

ま
す
。
集
ま
っ
た
募
金
は
、

東
日
本
大
震
災
で
の
震
災
孤
児
を
支
援
す
る

団
体
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
み
や
ぎ
」
に
届
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
担
当
：
宮
迫
）

☎
�
７
２
１
１

第
７
回
伊
佐
チ
ャ
リ
テ
ィ
音
楽
祭♥♪

広告
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広告

（
１
月
４
日
～
１
月
31
日
受
付
分
）

池
澤　

凛り
ん

（
裕
也
・
め
ぐ
み
／
木
崎
）

岩
崎　

愛あ
や弥
（
明
穂
／
崎
山
東
）

上
田　

奏そ
う
た
ろ
う

太
郎
（
俊
希
・
麻
衣
／
山
田
中
原
）

狩
集　

陽ひ
お音
（
祐
二
・
ま
り
／
水
ノ
手
）

川
畑　

陽ひ
な
た葵
（
耕
二
・
美
穂
／
花
北
上
）

田
ノ
上　

湊み
は
る羽
（
裕
斗
・
可
奈
／
共
進
）

春
園　

我が
り
ゅ
う流
（
銀
次
郎
・
千
尋
／
共
進
）

日
髙　

琉
り
ゅ
う
（
救
・
佑
里
亜
／
西
水
流
）

福
部　

良り
ょ
う
が芽
（
佑
介
・
麻
美
／
金
波
田
）

藤
井　

花は
な

（
和
也
・
明
佳
／
下
元
町
）

撫
養　

侑ゆ

り

こ
莉
子
（
功
・
麻
美
子
／
高
校
西
）

山
口　

航こ
う
じ司
（
航
平
・
美
沙
樹
／
下
元
町
）

※
子
氏
名
（
父
の
名
・
母
の
名
／
自
治
会
名
）

　

父
ま
た
は
母
の
み
の
掲
載
も
可
能
で
す
。

　

　
　

　
　

　　  伊佐さわやかあいさつ運動
２月活動

○本城小学校

（
１
月
１
日
～
１
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

瓜
生
島　

ミ
エ
子　

82
（
一
の
山
）

川
﨑　

孝　
　
　
　

87
（
上
ノ
馬
場
）

久
保　

チ
ヱ
子　
　

94
（
大
田
）

黒
木　

ツ
ル
子　
　

96
（
大
田
）

瀬
戸
口　

登　
　
　

86
（
中
山
）

瀬
之
口　

ツ
キ　
　

89
（
上
青
木
東
）

虐待かもと思ったら 189 番へ

児童相談所全国共通ダイヤル

お近くの児童相談所につながります

本
城
地
区

今
吉　

花
江　
　
　

95
（
島
内
）

酒
匂　

ヨ
シ
ヱ　
　

85
（
町
船
津
田
下
）

摩
郡　

ツ
ル
エ　
　

83
（
町
舟
津
田
上
）

竪
山　

芳
男　
　
　

73
（
千
束
松
）

德
久　

一
彦　
　
　

62
（
牛
尾
）

平
尾　

イ
ト
ヱ　
　

99
（
小
水
流
）

村
田　

隆
志　
　
　

64
（
戸
切
）

山
野
地
区

東　

末
男　
　
　
　

69
（
小
木
原
上
中
）

内
山　

道
雄　
　
　

81
（
上
之
馬
場
）

笹
峯　

シ
ヅ
子　
　

96
（
春
村
）

杉
本　

末
登　
　
　

88
（
小
木
原
東
）

羽
月
地
区

岩
下　

ム
ツ
子　
　

86
（
下
ノ
木
場
）

高
岡　

隆　
　
　
　

84
（
白
木
）

東　

ス
ミ　
　
　
　

84
（
金
波
田
）

福
島　

秀
人　
　
　

72
（
包
ノ
原
）

堀
ノ
内　

芳
人　
　

91
（
並
木
）

南　

和
子　
　
　
　

85
（
上
ノ
馬
場
上
）

山
口　

成　
　
　
　

88
（
白
木
）

西
太
良
地
区

緒
方　

郁
夫　
　
　

85
（
曽
木
）

寒
川　

市
郎　
　
　

89
（
高
塚
）

髙
城　

徹　
　
　
　

91
（
釘
野
々
）

田
中　

ス
ミ　
　
　

96
（
門
前
）

中
村　

悦
子　
　
　

76
（
高
塚
）

永
吉　

シ
ヅ
カ　
　

87
（
城
下
）

永
吉　

啓
俊　
　
　

89
（
城
下
）

菱
刈
地
区

久
保　

敬　
　
　
　

92
（
小
路
）

小
屋　

德
榮　
　
　

86
（
重
留
西
）

冨
吉　

勝
美　
　
　

94
（
下
名
）

平
瀬　

義
輝　
　
　

91
（
重
留
西
）

前
田　

睦
男　
　
　

79
（
本
町
）
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和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、「お
便り」や「写真」をお待ち
しています。

【投稿について】
◆お便りは 200 文字以内。
　写真は１枚につき 50 文
　字以内。（文章は、必要
　に応じて添削します）
◆住所・氏名・年齢・電話
　番号・ペンネーム（記入
　がない場合イニシャルで
　掲載）を記入の上、ご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　ＦＡＸ・メールまたは直
　接伊佐ＰＲ課（大口ふれ
　あいセンター２階）へ
◆締切は、毎月 10日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
◆投稿者の中から抽選でプレゼ
　ントが当たります。当選者の
　発表は商品の発送をもってか
　えさせていただきます。

【投稿・問い合わせ先】				
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課
「和みのひろば」係

☎㉙４１１３
㉒９４２０

koho@city.isa.lg.jp

４
月
号
の

　
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

寒
さ
に
負
け
て
、
な
か
な
か
動
か
さ
な
い
体
を
、

ボ
ー
ル
や
ダ
ン
ベ
ル
を
使
っ
て
〝
go	

〟
の
か
け

声
と
共
に
手
・
足
を
伸
ば
す
、
月
2
回
の
お
楽
し

み
で
す
。
あ
～
ぁ
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
…
気
持
ち
が

い
い
ね
、
ち
ょ
っ
と
一
息
お
茶
タ
イ
ム
、
先
輩
た

ち
の
話
に
引
き
込
ま
れ
今
日
も
よ
く
笑
っ
た
け
ど
、

運
動
し
た
よ
ね
ぇ
と
語
り
な
が
ら
帰
っ
て
行
く
光

景
が
あ
る
。

や
っ
ぱ
り
人
と
の
交
わ
り
は
ス
テ
キ
だ
と
思
う
。

ま
と
め
役
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ガ
ン
バ
ル
か
ら
ね
。
感
謝
。

（
針
持　

Ｋ
・
Ｈ　

60
代
）

　

今
年
も
我
が
家
の
ひ
な
人
形
を
出
し
ま
し
た
。

去
年
な
く
な
っ
た
我
が
家
の
愛
猫
が
、
ひ
な
人
形

を
出
す
と
、
い
つ
も
私
た
ち
が
い
な
い
時
、
一
番

上
の
お
だ
い
り
様
と
お
姫
さ
ま
の
間
に
い
て
、
笑

わ
せ
て
く
れ
た
も
の
で
し
た
。
死
ぬ
時
、
動
物
病

院
の
先
生
が
手
を
つ
く
し
、
最
後
ま
で
き
れ
い
な

姿
で
か
え
し
て
く
だ
さ
っ
て
先
生
に
は
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
年
は
天
国
で
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

思
い
出
あ
り
が
と
う
。
い
つ
ま
で
も
私
の
心
に
生

き
て
い
る
か
ら
ね
。　
（
羽
月　

三
毛
猫　

50
代
）

去
年
の
秋
に
娘
が
生
ま
れ
、
家
族
３
人
で
過
ご

す
初
め
て
の
冬
。
伊
佐
で
あ
っ
た
ア
イ
ス
ワ
ー
ル

ド
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

（
大
口
東　

も
ー
さ
ん
。　

20
代
）

園
田
橋
の
下
の
河
川
敷
を
散
歩
し
て
い
る
と
関

東
地
方
の
車
の
ナ
ン
バ
ー
が
停
ま
っ
て
い
た
。
カ

ヌ
ー
か
？
と
思
い
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
と
次
の
日

も
停
ま
っ
て
い
る
。
な
ん
と
女
性
二
人
一
生
懸
命

ボ
ー
ト
の
準
備
を
し
て
い
て
、
あ
い
さ
つ
を
し
て

通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
が
話
し
か
け
て
み
た
。
一

ヶ
月
位
、
滞
在
す
る
と
の
事
。
も
し
か
し
て
有
名

な
方
々
か
も
と
好
奇
心
と
興
味
津
々
で
、
ボ
ー
ト

を
漕
ぐ
姿
を
見
送
っ
た
。
若
い
人
の
挑
戦
す
る
姿

は
な
ん
と
も
爽
や
か
で
い
い
気
分
で
足
ど
り
も
軽

く
な
り
ま
し
た
。

（
羽
月　

相
変
ら
ず
散
歩
の
好
き
な
お
ば
さ
ん　

70
代
）

１組４枚（全 16 枚）４名様：
木下大サーカスのチケット

提供
※土曜・平日限定

明治維新150周年記念
スーパー ミラクル イリュージョン

鹿児島市東開町 7

※休演日：毎週木曜日・4/11・5/2・5/9。ただし5/3は開演

※駐車場に限りあり。公共交通機関もご利用ください。
特設会場イオンモール鹿児島

木下大サーカス
鹿児島公演事務局
℡ 099（239）4500

３月11日　５月20日▲
日 日

私
の
小
学
校
で
は
「
伊
佐
ふ
る
さ
と
検
定
」
が

あ
り
ま
す
。
私
は
、
伊
佐
に
す
ん
で
い
ま
す
が
あ

ま
り
伊
佐
の
こ
と
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
な
の
で
伊

佐
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
っ
た
の
で
広
報
い
さ

を
見
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
伊
佐
の
で

き
ご
と
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
勉
強
に
な
っ
て

い
ま
す
。　
　
　
　
（
大
口
東　

東
っ
子　

10
代
）

　

ア
イ
ス
ワ
ー
ル
ド
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
去
年
、

氷
の
す
べ
り
台
を
す
べ
る
こ
と
が
出
来
ず
、
残
念

が
っ
て
い
た
息
子
。
今
年
こ
そ
は
と
は
り
き
っ
て

い
ま
し
た
。
当
日
は
寒
波
の
影
響
で
突
き
刺
す
よ

う
な
寒
さ
。
そ
ん
な
寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
か
の
よ

う
に
、
初
め
て
の
氷
の
す
べ
り
台
に
大
喜
び
の
息

子
で
し
た
。
氷
の
彫
刻
も
、
チ
ラ
つ
く
雪
の
中
キ

ラ
キ
ラ
と
美
し
く
輝
い
て
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も

の
で
し
た
。
ま
た
来
年
も
楽
し
み
で
す
。

（
大
口　

男
子
ま
ま　

30
代
）

　

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

心
温
ま
る
お
話
で
寒
さ
が
和
ら
ぎ
ま
す
ね
。
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人口のうごき

H30. ２. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）
◆ ◆

２
月
３
・
４
日
に
行
わ
れ
た
ア
イ
ス
ワ
ー

ル
ド
in
伊
佐
。
絶
好
の
寒
さ
で
し
た
ね
。
セ

レ
モ
ニ
ー
で
三
反
園
知
事
が
挨
拶
さ
れ
た
と

き
に
は
ち
ょ
う
ど
雪
が
チ
ラ
つ
き
始
め
、「
わ

ぁ
！
」
っ
と
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
極
寒
の
中
、
祭
り
を
彩
る
８
基
の

氷
像
は
一
晩
中
制
作
さ
れ
、
す
べ
て
出
来
上

が
っ
た
の
は
な
ん
と
午
前
５
時
。
大
作
を
作

り
上
げ
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

会
場
に
て
、
広
報
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
っ

て
い
る
と
、
こ
ち
ら
に
気
づ
い
た
皆
さ
ん
が

笑
顔
で
ポ
ー
ズ
し
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
フ

ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
目
が
合
っ
て
、
楽
し
さ

や
嬉
し
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
そ
の
瞬
間
が
好

き
で
、
私
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
も
広
報
マ
ン
が
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
。
そ
の
時
は
皆

さ
ん
、素
敵
な
笑
顔
で
！「
は
い
、チ
ー
ズ
！
」

総人口　26,517 人　  （－       30）
　男　　12,306 人　  （－       13）
　女　　14,211 人　  （－       17）
世帯数　13,571 世帯  （－       16）

広告


